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　本研究は，単一市内の全公立小学校に勤務する教員に
対して定量調査を実施し，業務への負担感と，多忙感・
危機感の関連を検討した。また，近年の業務量の変化に
対する印象，業務の削減・効率化において生じる不安
と，テクノロジー，行政に対する期待を測定した。分析
の結果，大多数の教員が，学習指導要領の変化および児
童・保護者の多様化によって業務量が増えていると感じ
ていることが明らかになった。また，特に負担感の高い
業務として，事務・報告書の作成，学期末時期の業務の
集中，児童指導要録の作成，他校や団体と協力が必要な
学校行事，保護者・PTA対応が挙げられた。マルチレベ
ル分析の結果，事務・報告書の作成および保護者・PTA
対応といった周辺的職務に負担を感じている教員ほど，
多忙感・危機感が強いことが示された。
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